
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































損金勘定科目 金　 額 益金勘定科目 金　 額・
山　元　生　産　費 1，598，019 85 売　　　上　　　金 3，199，095 48
貯　　　炭　　　減 18，814 65 自家用燃料炭代 128，525 oo
石炭鉄道運賃 704，971 75 斤　先　　収　入 61，325 D7
販　　　売　　　費 787．67 78 利　子　収　入 3，113 91
総　　　係　　　費 59，912 79 雑　　　収　　　入 124，472 22























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































回　数・年　次 純利益（円） 前期繰越利益 配　当　金
24回（皇突1葡
25回（自大5・6至大5・11）
26回
371，908
917，345
1，543，330
743　1
46，1
565 F
1
：
l
i
749，323
892，131
1，217，677
021
764
228
m
793　1
137，500
265，000
343，750
000
000
000
財産償却準備
積立高
27回
28回
29回
30回
3咽（自大4・6至大4・11）
1，967，589
2，705，288
3，207，789969　1
2，945，5171236
2，035，732526　旨
1・377，°S7P
］，416，9501689
　　　　i　I
・・686…41・・gi
1・838，904P288
2，073，4211524
　　　　［
412，5CO 000
678，1251000　・
　　　　　　　　　
875，…1・・。1
鷲翻
100，000
200，000
250，000
350，0CO
350，000
350，000
150，000
000
000
000
000
000
000
000
31
日本減価償却生成史の実証研究②（久野）
建
物
機
械
器
具
半
製
品
材
料
等
焼
失
損
金
財
産
償
積
立
金
金前
　期
　第40期は「償却準備金」の積立はないが，
第41期（自大正13年6月至同年11月）　になると，
「利益金処分」という名称の「処分議案」に
「増設勘定償却準備積立金」20万円が登場す
る。そこで「増設勘定」　（資産）の経緯につ
いて若干ふれる。
　第40期（自大正12年12月至同13年5月）に前
記の欠損補填の後，焼跡の「急造工場」が完
成し，また，鶴見新工場の建設が進んだ。こ
の期の決算で，貸借対照表「資産の部」には，
「地所建物及機械器具」7，746，912円9銭5
厘のほかに次の，
　　増設勘定　　　　2，046，194円09・1銭
　　復興勘定　　　　　703，290円18・1銭
が掲示されている。
　第41期には，新設の鶴見工場が完成し大正
14年3月に作業開始が予定された。また，
「外資ヲ輸入シテ震災復興ノ用途二充ツル為
メ」　（「考課状の一部」）に，大正13年6月24日
芝浦工場の敷地全部および機械類の大半をも
って「工場財団」を組織し，これを担保とし
て英貨借入金325，000diの借入をしている。
この第41期決算ではじめて設定された「増設
勘定償却準備積立金」は，第42期（20万円）第
43期（18万円）とつづく。
　第45期（自大正15年6月至同年12月）の決算
ではじめて，「財産償却」という名称で「損
益計算書」に費用計上されることになった。
その実況は次頁（左側）のとおりである。
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日本減価償却生成史の実証研究（2｝（久野）
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　なお，「増設勘定償却準備積立金」と「増
設勘定」の経過についてふれておこう。
　第44期決算では，　「利益金処分」　（議案）
で，「増設勘定償却」50万円を計上している。
この金額は，当期の貸借対照表「資産の部」
の末尾に掲示してある「増設勘定」50万円と
符合する。筆者の推定は，次のとおりである。
　④　第43期の決算で，その期までの「増設
勘定」9，983，997円86銭5厘と「増設勘定償
却準備積立金」の累計額（この期の利益処分積
立額をふくめて）58万円，この両者を相殺し
33
て「地所建物及機械器具」に振替えた。
　（U）この手続につき，政策的配慮から「増
設勘定」のうちの50万円分について，次期
（第44期）に持越し，この第45期に，利益（処
分）償却により”i挙に全額をライテイソグ゜
オフ（消却）して「増設勘定」を完全に消滅
させた。
　の　この結果として，第45期決算では，貸
借対照表「負債の部」および「資産の部」か
ら・「増設勘定償却準備積立金」と「増設勘
定」とが，それぞれ姿を消した。
　この第45期こそが，この会社が初めて費用
償却を実施した時期となった。
　第46期以後は，純利益の減少，やがて昭和
初期の不況によるうち続く欠損となり，おそ
らく償却はしなかったのであろうと思われる。
昭和期がやや下っても，損益計算書では，ひ
きつづいて，「売上高及雑収入」（収益）と「製
作費及営業費」（費用）を対照・掲示するとい
う大雑把な報告をしているので，「財産償却」
が営業費中にふくまれていたかどうかわから
ない。ただし，第65期（自昭和11年5月至同年
10　t’」）の考課状ではじめて，　「固定資産異動
概況」として，「償却高」1，274，247円79銭
が掲示されている。この事実からみれば，不
況期以後のある時期から，「製作費及営業費」
という費目の中に「財産償却費」をふくむよ
うになったと推定できる。以後はずっと「固
定資産異動概況」が考課状の本文に報告され
ているので，当該期の償却総額だけはわかる。
　東京芝浦電気株式会社の第80期決算（臼
昭和18年11月至同19年3月）の実況をみても，
その損益計算書は，次頁（左側）のようにな
っており，明治創業の時期と，その様式が一一一’
向にかわりばえがしないのみならず，いっそ
う大雑把で不明瞭なものになっている。
日本減価償却生成史の実証研究（2）（久野）
損益計算書（自昭和拾八年拾壱月　壱　日至昭和拾九年参月参拾壱日）
有 要
当期総益金
当期総損金
金 額
　　　円
343，127，015　　　　08
304，521，938　　　　98
38，605，076　　　　10
　この期の考課状の本文に出ている「固定資
産異動概況」によって，当期総償却高8，769，
494円44銭だけがわかる。すなわち，右側の
とおりである。
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